
2015年度（平成27）年度以前入学生対象

変更箇所 変更前 変更後 変更年月

【巻頭　-ⅩⅩⅰＶ-】
下から4行目

本学が提供する公式の情報は上記サイトのみです。 本学が提供する公式の情報はポータルサイトの情報を確認してください。 2021年3月

【P.10】
８　授業時間

※2021年度以降の授業時間を以下の通り変更する

2021年3月

【P.14】
１１　筆頭試験時間

※2021年度以降の筆頭試験時間を以下の通り変更する

2021年3月

【P.94～P.101】
政策学部開設科目一覧（2015年度以降入学生対象）

＜科目名変更＞
・健康スポーツ政策
・矯正心理学

＜科目名変更＞
・健康政策
・犯罪心理学

2021年3月

【P.14,15】
ＧＰＡ制度

本項目の最下段の説明文(P.15)
「※成績を評価点（100点満点）で評価しない科目は算入しません。」

この説明文の後に、右記の「※」を追記

※政策学部が定める基準を上回った場合，履修制限単位の上限を拡大
　 することができます。
　 詳しくは「Ⅴ．履修登録−２ 履修登録制限単位数」を確認してください。

2020年3月



変更箇所 変更前 変更後 変更年月

【P.21】
履修登録制限単位数

（注2）この履修制限には，次の科目は含まれないことから，制限単位
       を超えて履修登録することができます。････（中略）･････。
　　　 ①随意科目･･････（中略）･･････
 
　　　 ⑩バークレー　インターンシップ･プログラム
上記の記載の後に、右記の「（注3）」を追記

（注3）直前の学期までの累積GPA が3.6 以上の者は，8単位（前期4単
　　　 位，後期4単位）の範囲で履修制限単位を拡大することができます。
　　　 申込受付は，各学期のWeb 本登録期間中とし，申込期日は最終日
　　　 の窓口開室時間中までとします。申込を希望する場合は，成績表
　　　 及び履修登録確認表を持参の上，政策学部教務課にて手続きして
　　　 ください。
　　　 なお，GPA 制度については，「Ⅵ．成績評価−３ GPA 制度」を確認
　　　 してください。

2020年3月

【P.45,69】
（5）予備登録が不要な科目

「ドイツ語セミナーA・B・C・D」（2年次配当科目）
「フランス語セミナーA・B・C・D」（2年次配当科目）
「中国語セミナーA・B・C・D」（2年次配当科目）
「スペイン語セミナーA・B・C・D」（2年次配当科目）
「コリア語セミナーA・B・C・D」（2年次配当科目）

左記の科目の記載を削除する。

※事前登録が必要な科目とする。
2020年3月

【P.94～P.101】
政策学部開設科目一覧（2015年度以降入学生対象）

＜科目の新設＞
記載なし

＜コア科目の指定＞
・価値創造論･･････科目名記載なし

＜科目の新設＞
・価値創造論

＜コア科目の指定＞
・価値創造論･･････政策構想、環境創造、地域公共人材コースコア科目

2020年3月

【P.153】
環境サイエンスコース開設科目および配当セメスターの
表における「選択必修科目『コンピュータシステム論』」の
備考欄
【P.155】
表の欄外における「（※注5）」の記載

【P.153】
・前年度後期受講生のみ前期履修可能
　（後期卒年次生履修不可）（※注5）
【P.155】
・（※注5）変則通年科目につき、卒業年次生は履修できませんが，
　　　　　　履修を希望する場合は教学部まで相談にきてください。

左記の記載を削除 2020年3月

履修要項ＷＥＢサイト　URL http://kyoga.fks.ryukoku.ac.jp/rishu/

https://monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

【変更事由】
Google Chromeをはじめとする各社のブラウザは、よりわかりやすいセ
キュリティ情報を配信するために、HTTPSのWebサイトを「安全」、HTTPの
サイトを「危険」と表示するシステムを導入しました。これに伴い、本学も
HTTPSでWebサイトを表示できるように対応しました。

2019年3月

【P19,43】2015年度入学生
教養教育科目「初修外国語コミュニケーションⅡ」の先修
制（履修の条件となる授業科目および単位数）

2019年3月

【P20】2015年度入学生
コース指定外国語[英語コミュニケーションⅡ」・「初修外
国語コミュニケーションⅡ」の先修条件（履修の条件とな
る授業科目および単位数）

2019年3月



変更箇所 変更前 変更後 変更年月

【P42】2015年度入学生
教養教育科目開設科目（言語科目〈選択外国語科目〉） －

　　　　以下の科目について、履修を可能とする。

　　　　※「ペルシア語ⅡA」（2単位）、「ペルシア語ⅡB」（2単位）の先修条件（履修
            の要件となる授業科目及び単位数）は、「ペルシア語ⅠA」（2単位）または
            「ペルシア語ⅠB」（2単位）。

2019年3月

【P148,1149】スポーツサイエンスコース
「トレーニング指導者」資格試験の受験資格を得るために
必要な科目（特別演習）

「特別演習Ⅰ・Ⅱ（長谷川・村田）」 「特別演習Ⅰ・Ⅱ（長谷川・村田・鈴木）」 2019年3月

【P.120】2014年度以前入学生
政策学部開設科目一覧の欄外に記載した注記

※１　「政策実践・探究演習」は前・後期もしくは後・前期の両方を
　　　 履修することにより4 単位認定されます。なお，「政策実践・
       探究演習」のⅡは先修制を定めており，「政策実践・探究演
       習」のⅠが履修の要件となります。
※２　政策学部専攻科目の「演習Ⅰ」は第４セメスターと第５セメス
       ターの両方を履修することにより４単位認定されます。なお，
       政策学部専攻科目の「演習Ⅰ」は，履修登録制限単位数に
       含みます。（各セメスター２単位でカウント）
※３　「 コミュニケーション応用演習Ⅰ・Ⅱ」は【上限４単位】まで政
       策構想コースおよび地域公共人材コースのコア科目として認
       定します。それ以上履修した場合には，コア科目以外の政策
       学部専攻科目として認定します。
※４　「政策学研究発展演習Ⅰ〜Ⅴ」は【上限８単位】まで政策構想
       コースおよび地域公共人材コースのコア科目として認定しま
       す。それ以上履修した場合には，コア科目以外の政策学部選
       考科目として認定します。
※５　 政策学部専攻科目の「演習Ⅱ（卒業研究含む）」は，第６セメ
        スターと第７セメスターで開講し，第８セメスター（12 月）提出
        の「卒業研究」と合わせて６単位認定されます。「演習Ⅱ（卒業
        研究含む）」のみの単位認定はされません。なお，政策学部専
        攻科目の「演習Ⅱ（卒業研究含む）」は，履修登録制限単位数
        に含みます。（各セメスター２単位でカウント）

※１　「政策実践・探究演習」は前・後期もしくは後・前期の両方を履修
　　　 することにより4 単位認定されます。なお，「政策実践・探究演習」
　　 　のⅡは先修制を定めており，「政策実践・探究演習」のⅠの修得が
　　 　履修の要件となります。
※２　政策学部専攻科目の「演習Ⅰ」は第４セメスターと第５セメスター
　　 　の両方を履修することにより4単位認定されます。
　　 　なお，政策学部専攻科目の「演習Ⅰ」は，履修登録制限単位数に
　　　 含みます。（各セメスター2単位でカウント）
※３　「政策学研究発展演習Ⅰ〜Ⅴ」は【上限8単位まで】政策構想
　　　 コースまたは地域公共人材コースのコア科目として認定します。
　　 　それ以上履修した場合には，コア科目以外の政策学部専攻科目
　　 　として認定します。
※４  政策学部専攻科目の「演習Ⅱ（卒業研究含む）」は，第６セメス
　　　 ターと第７セメスターで開講し，第８セメスター（1 月）提出の「卒
　　　業研究」と合わせて6単位認定されます。なお，政策学部専攻科
      目の「演習Ⅱ（卒業研究含む）」は，履修登録制限単位数に含み
      ます。（各セメスター2単位でカウント）
※５　矯正・保護課程からの提供科目については，政策学部専攻科目
       として【上限4単位まで】認定されます。それ以上履修した場合は，
       フリーゾーンとして認定されます。
※６　「地域公共人材特別講座」は【上限10 単位】まで認定します。
       それ以上の履修は認められません。

2018年3月

【P.101】2015年度入学生
政策学部開設科目一覧の欄外に記載した注記

※4　政策学部専攻科目の「演習Ⅱ（卒業研究含む）」は，第6セメス
      ターと第7セメスターで開講し，第8セメスター（12月）提出の「卒
      業研究」と合わせて6単位認定されます。「演習Ⅱ（卒業研究含
      む）」のみの単位認定はされません。
　　　なお，政策学部専攻科目の「演習Ⅱ（卒業研究含む）」は，履修
　　　登録制限単位数に含みます。（各セメスター2単位でカウント）

上記の記載を変更し、｢※5｣以下も右記の通り変更する。

※4　政策学部専攻科目の「演習Ⅱ（卒業研究含む）」は，第6セメスター
　　　と第7セメスターで開講し，第8セメスター（1月）提出の「卒業研究」
　　　と合わせて6単位認定されます。
　　　なお，政策学部専攻科目の「演習Ⅱ（卒業研究含む）」は，履修
　　　登録制限単位数に含みます。（各セメスター2単位でカウント）
※5　「伏見CB L 演習Ⅱ」は先修制を定めており，「伏見CB L 演習Ⅰ」
　　　の修得が履修の要件となります。
※6　矯正・保護課程からの提供科目については，政策学部専攻科目
       として【上限4単位まで】認定されます。それ以上履修した場合は，
       フリーゾーンとして認定されます。
※7　「地域公共人材特別講座」は【上限10単位まで】認定します。
       それ以上の履修は認められません。

2018年3月



変更箇所 変更前 変更後 変更年月

【P.141】
学部共通コース「英語コミュニケーションコース」

英語コミュニケーションコース開設科目「Intercultural
Discussion」及び「学部共通特別講義Ⅰ」に対する注記

受講上限人数を15名とし、受講資格を設定する。 受講上限人数、受講資格ともに設定しない。 2018年3月

【P.134,135】
学部共通コース「国際関係コース」

国際関係コース開設「Intercultural Discussion」及び「学
部共通特別講義Ⅰ」に対する注記

受講上限人数を15名とし、受講資格を設定する。 受講上限人数、受講資格ともに設定しない。 2018年3月

【P.21】
履修登録制限単位数

履修登録制限単位数に含まれない科目

-
「英語コミュニケーションコースに所属する学生が履修する「海外研修」」の
追加

2018年3月

【P.69】
予備登録が不要な科目

教養教育科目、選択外国語科目の予備登録にかかる記
載のうち「海外英語研修」に関する※部分

その上で本登録を行います。 その上で申込み手続きを行ってください。 2018年3月

【P.33】
初修外国語の再履修

初修外国語の再履修のうち、「中国語Ⅰ・Ⅱ」の再履修に
関する部分

不合格となった科目の再履修クラスを選択して履修してください。
不合格となった科目の再履修クラスあるいは正規クラスを選択して履修し
てください。

2018年3月

【P83,P104】
Ⅲ政策学部専攻科目の教育目的および履修方法につい
て
４．コース制　（２）コースの変更について

◆政策学部内コースから政策学部内コースへの変更
第5セメスターの受講登録までに演習担当教員と相談のうえ、コース変
更スケジュールにしたがって変更届けを提出してください。

◆政策学部内コースから政策学部内コースへの変更
第5セメスターの受講登録（予備・事前登録）開始日までに演習担当教員と
相談のうえ、コース変更スケジュールにしたがって変更届けを提出してくだ
さい。

2016年3月

【P94～,P114～】
政策学部開設科目一覧
【P132～155】
学部共通コース科目一覧

2016年3月

【P126～129】
「地域公共政策士について」

2017年3月

政策学部開設科目に関する変更については、各入学年度の当該年度科目一覧を参照してください。
※履修要項から変更がありますので、必ず履修登録前に確認してください。
※学部共通コース科目については当該年度該当コース科目一覧を確認してください。

「2015年度政策学部履修要項」のP126～P129については、政策学部変更点にある【「初級地域公共政策士・GPM」について」について】のファイル
に差し替えてください。



変更箇所 変更前 変更後 変更年月

【P147～149】
「（３）スポーツサイエンスコース」
５．『健康運動実践指導者』『アシスタントマネジャー』『ト
レーニング指導者』等の資格取得希望者へ－科目履修
上の注意－

2016年4月

【P194～197】
Ⅰ．窓口事務

2017年3月

【P152】
「（４）環境サイエンスコース」
環境実践研究について

〈手続き〉
実践前に必ず計画書を教学部窓口に提出し、環境サイエンスコース
運営委員会で承認を受けてから出発してください

〈履修の手続きについて〉
実践前に必ず計画書を教学部窓口に提出し、環境サイエンスコース運営
委員会で承認を受けてから出発してください（学期始めの履修登録は不要
です）。
なお、計画書提出の締切日は次のとおりですので注意してください。
・第1学期に成績評価を受ける場合：第1学期の履修登録期間最終日（4
月）
・第2学期に成績評価を受ける場合：第1学期の授業期間最終日（7月）

2016年4月

【P202】
復学願の添付書類

理由書 疾病の場合は回復診断書 2016年4月

【Pⅶ】
教育課程編成・実施の方針

教養科目として、人文科学系科目・社会科学系科目・自然科学系科目
の3系列と保健体育系科目に属する科目を幅広く開設し、幅広い教養
を身につける基本とする。

教養科目として、人文科学系科目・社会科学系科目・自然科学系科目の3
系列とスポーツ科学系科目に属する科目を幅広く開設し、幅広い教養を
身につける基本とする。

2016年3月

【P8】
履修辞退制度
履修辞退の対象外となる科目

演習Ⅰ・Ⅱ
演習Ⅰ・Ⅱは履修辞退対象とする。
演習Ⅰ・Ⅱを辞退する場合は各セメスターのＷＥＢ履修登録期間または、
履修辞退期間に、政策学部教務課窓口にて所定の手続きが必要です。

2016年3月

【P13】
（１）追試験の受験資格

④資格試験（公務員試験、公的資格試験等）や就職活動（説明会、筆
記試験、面接等）により受験ができなかった者。

④資格試験（公務員試験、公的資格試験等）や就職活動（選考に関わる
説明会、筆記試験、面接等）により受験ができなかった者。

2017年3月

【P21】
履修制限単位

履修制限に含まれない科目に、「海外英語研修」（2単位）を追加。 2016年4月

【P21】
「履修登録制限単位数」（注２）②

②サマーセッションに開講される科目
※Ⅰ・Ⅱ期ともに登録は前期で行うこと。なお、Ⅰ期・Ⅱ期それぞれ1科
目しか登録できません。

②サマーセッションに開講される科目 2016年3月

【P23】
「学部共通コース」政策学部専攻科目

学部共通コース（国際関係、英コミ、スポサイ、環境サイエンス）
政策学部専攻科目　36単位
（学部必修4）（専攻科目28）

学部共通コース（国際関係、英コミ、スポサイ、環境サイエンス）
政策学部専攻科目　36単位
（学部必修4）（専攻科目32）

2016年9月

【P24】
政策学部内コース：政策構想コース

コースコア科目備考：36単位以上、超過履修した場合は、コースコア科
目以外の政策学部専攻科目で認定します。

コースコア科目備考：40単位以上、超過履修した場合は、コースコア科目
以外の政策学部専攻科目で認定します。

2016年3月

「2015年度政策学部履修要項」のP147～P149「５．『健康運動実践指導者』『アシスタントマネジャー』『トレーニング指導者』等の資格取得希望者
へ－科目履修上の注意－」については、次ページの資料に差し替えてください。

ＷＥＢ履修要項最下部にある■ 各学部 窓口事務　政策学部のファイルに差し替えてください。



変更箇所 変更前 変更後 変更年月

【P24】
政策学部内コース：環境・地域公共人材コース

コースコア科目備考：32単位以上、超過履修した場合は、コースコア科
目以外の政策学部専攻科目で認定します。

コースコア科目備考：36単位以上、超過履修した場合は、コースコア科目
以外の政策学部専攻科目で認定します。

2016年3月

【P45,69】
予備登録できる上限科目数

4年次生には予備登録科目数の制限はありません。 2016年3月

【P51,P75】
教養教育科目 開設科目

2016年度から新設
「海外英語研修」（2単位）第2セメスター配当
※1年次生・2年次生のみ履修可。

2016年4月

【P69】
受講制限を行う科目

3年次以上も受講制限を行う科目について、以下の科目を追加
・ラテン語Ⅰ　　　・ラテン語Ⅱ
・ギリシャ語Ⅰ　  ・ギリシャ語Ⅱ

2016年3月


